
 

 

 

       医療法人徳洲会 神戸徳洲会病院  

改善計画の各項目に係る改善の実施状況 

2025 年 6 月～2025 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



神戸徳洲会病院 改善計画の実施状況の取り組み内容について 

1）全職員に対しての医療安全研修 

 2025 年７月より、全職員を対象に継続研修としてチームステップ研修を開始しました。 

 チームステップ研修とは、医療現場におけるチームワークを向上させ、医療安全を強化するた

めの研修プログラムです。医療事故の多くがコミュニケーションエラーやチーム連携の不備に

よって発生するため、チームステップスは、リーダーシップ、状況認識、相互支援、効果的な

コミュニケーションという 4 つの主要なスキルを習得することで、医療チーム全体のパフォー

マンスと患者安全を向上されることを目指します。2025年７月28日が第１回目の開催であり、

医療安全対策室メンバーと各部署のリスクマネージャが研修（合計３０名）に参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）各診療科の取り組み状況（勉強会開催） 

脳神経外科チーム勉強会 

2025 年 7 月 15 日  参加人数：16 名参加 

 

 

 

 

 

脳神経外科勉強会風景 



3）医療安全ニュース 

  医療安全ニュースの発行は、医療機関における安全文化の醸成、情報共有、教育、リスク管

理の向上に不可欠です。インシデントやアクシデントの発生状況、再発防止、最新の安全情

報などを全職員に周知し、医療安全に対する意識を高めていきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) アドバンス・ケア・プランニング（ACP）カンファレンスの開催 

   アドバンス・ケア・プランニング（ACP）とは、もしもの時に備えて、ご自身が望む医療

やケアについて、前もって考え、家族や医療・介護関係者と繰り返し話し合い、共有する取

り組みのことです。 

   ACP は、大きく 3 つの要素から構成されます 

    1.もしもの時を想定し、ご自身が大切にしていることや価値観を考える 

    2.医療やケアについて、ご自身が望むことを具体的に考える 

    3.ご家族や医療・介護関係者と話し合い、共有する 

   ACP は、ご自身の意思を尊重した医療やケアを受けるために、とても大切な取り組みです 

   また、ご家族の負担を軽減する効果もあります。 

   今後も、継続してカンファレンスを実施して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドバンス・ケア・プランイング会議風景 



5） DNAR についての説明会 

  病院運営会議にて、DNAR（Do Not Attempt Resuscitation）についての説明会を実施 

した。DNAR とは、予期されるご病気で心肺停止状態になった際に、心肺蘇生を試みない 

ことを意味します。これは患者本人の意思に基づいて延命処置を希望しない場合に選択され 

ます。患者本人が意思決定できない場合には患者本人の推定意思を尊重し、患者家族と 

医療ケアチームと多職種カンファレンスを実施します。また、DNAR は心肺蘇生以外の治療 

を拒否するものではありません。通常の医療・看護は継続して行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6） 病院機能評価 

  病院機能評価とは、病院が組織に医療を提供するための基本的な活動が、適切に実施されて 

いるかどうかを評価します。 

  病院機能評価の目的 

  ・病院の質改善を支援し、安全で安心な医療を受けられるようにすること 

  ・病院の組織全体の運営管理や医療の提供について、中立的、科学的、専門的な見地から評

価を行う 

  ・病院の優れている点や課題を明らかにし、改善を支援すること 

 

 

 

 

 



7）住民報告会 

神戸徳洲会病院の医療安全上の問題に関して、当院で取り組んで参りました改善状況や 2024 年

度に 3 回開催しました。この度、説明会でいただきましたご意見やご質問に対しての報告会を開

催しました。病院が地域住民に対して、病院の活動状況や今後の計画などご説明を行う重要な機

会であり、病院の運営状況や医療サービスの内容、地域医療の貢献などについて、情報提供し理

解を深めてもらう目的もあり、今後の病院運営に反映させていただきます。 


